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（158.3 ± 5.1 cm、54.0 ± 9.8 kg、18.1 ± 0.2 歳）であった。対象者は同年代の全国平





































健 康 な 女 子 短 大 生 89 名（158.3±5.1 cm、


















　　平成 26 年 4 月 22 日～


























等分散が仮定されないものは welch の t 検定
を用いて平均値の差の検定を実施した。体力
測定値は本学 1 年生と 18 歳の平均値、本学









表 2 は本学 1 年生と全国平均値の身長およ
び体重を示している。身長に有意差は認めら
れなかったが、本学 1 年生の体重は 18 歳全
国平均値よりも有意に重かった。表 3 は本学
1 年生の体力測定の結果と 18 歳から 20-24
歳の全国平均値を示している。握力、長座体
前屈、そしてハンドボール投げは本学 1 年生
（以下、I 群）と 18 歳（以下、II 群）、19 歳（以




た。反復横跳びは I 群が III および IV 群よ
りも有意に少なかった。シャトルランおよび









本学 1 年生 18 歳（全国平均値） t-test
M SD M SD
身長（cm） 158.3 5.1 158.3 5.4
体重（kg） 54.0 9.3 51.7 7.4 本学 1 年生 > 18 歳（全国平均値）











図 2 および 3 は本学 1 年生の食事摂取頻度
および夕食摂取時刻に関するアンケート結果
を示している。朝食の摂取状況は、毎日摂る
が 75 名（79.8%）、週 2～3 日摂らないが 14
名（14.9%）、週 4～5 日摂らないが 5 名（5.3%）、
全く摂らないが 0 名（0%）であった。昼食
の摂取状況は、毎日摂るが 91 名（96.8%）、
週 2～3 日摂らないが 3 名（3.2%）、週 4～5
表3　‌本学 1年生の体力と18歳、19歳、および20-24歳女子の体力平均値と標準偏差ならびに多
重比較検定の結果













M 27.4 26.7 26.5 28.4
SD 4.7 4.9 4.8 4.6
2.　上体起こし（回）
M 25.4 22.7 22.9 20.8 I > II, III, IV
SD 5.4 6.2 5.7 5.9
3.　長座体前屈（cm）
M 47.3 46.8 46.3 45.4
SD 9.5 9.7 10.3 9.6
4.　反復横跳び（回）
M 43.0 47.0 48.1 45.4 I < II, III, IV
SD 6.9 6.4 6.0 6.3
5.　20 m シャトルラン（折り返し）
M 37.4 45.1 46.3 38.5 I > II, III
SD 14.8 16.7 15.4 16.1
6.　50 m 走（秒）
M 9.7 9.1 9.1 - I > II, III
SD 1.1 0.9 0.8 -
7.　立ち幅跳び（cm）
M 164.2 169.4 169.8 166.6 I < III
SD 21.6 23.3 20.1 22.9
8.　ハンドボール投げ（m）
M 13.3 14.3 14.1 -
SD 4.1 4.0 3.8 -
　　M : 平均値、SD : 標準偏差、α＝0.016（0.05/3）、- : データなし











M 27.4 26.7 26.5 28.4 
 
SD 4.7 4.9 4.8 4.6 
 
2. 上体起こし(回) 
M 25.4 22.7 22.9 20.8 Ⅰ > Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ 
SD 5.4 6.2 5.7 5.9 
 
3. 長座体前屈(cm) 
M 47.3 46.8 46.3 45.4 
 
SD 9.5 9.7 10.3 9.6 
 
4. 反復横跳び(回) 
M 43.0 47.0 48.1 45.4 Ⅰ < Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ 
SD 6.9 6.4 6.0 6.3 
 
5. 20m シャトルラン(折り返し) 
M 37.4 45.1 46.3 38.5 Ⅰ > Ⅱ,Ⅲ 
SD 14.8 16.7 15.4 16.1 
 
6. ５０m 走(秒) 
M 9.7 9.1 9.1 - Ⅰ > Ⅱ,Ⅲ 
SD 1.1 0.9 0.8 - 
 
7. 立ち幅跳び(cm) 
M 164.2 169.4 169.8 166.6 Ⅰ < Ⅱ 
SD 21.6 23.3 20.1 22.9 
 
8. ハンドボール投げ(m) 
M 13.3 14.3 14.1 - 
 

































































































女性 15-19 歳  
平均 7 時間 37 分 
女性 20−24 歳  
平均 7 時間 55 分 
本学１年生  




日摂らないが 0 名（0%）、全く摂らないが 0
名（0%）であった。夕食の摂取状況は毎日
摂るが 83 名（88.3%）、週 2～3 日摂らないが
11名（11.7%）、週4～5日摂らないが0名（0%）、
全く摂らないが 0 名（0%）であった。夕食
の 摂 取 時 間 は 19 時 前 が 29 名（32.6%）、
19-20 時 が 46 名（51.7%）、20-21 時 が 7 名
（7.9%）、21-22 時が 6 名（6.7%）、23 時以降
が 1 名（1.1%）であった。
　3）　睡眠
図 4 は本学 1 年生の睡眠時間に関するアン
ケート結果を示している。睡眠時間が 4～5
時間未満というものは 2 名（2.2%）、5～6 時
間未満は 10 名（11.2%）、6～7 時間未満は 35
名（39.3%）、7～8 時間未満は 31 名（34.8%）、
8～9 時間未満は 10 名（11.2%）、そして 9～
10 時間未満は 1 名（1.1%）であった。平均
就寝時間は 23 : 30±0 : 57、平均起床時間は
6 : 04±0 : 42 であった。1 日の平均睡眠時間
は 6 時間 37 分±58 分であった。
　4）　‌運動に対する意識および運動実施頻
度
図 5 および 6 は運動に対する意識のアン
ケート結果を示している。「運動は得意です
か」という質問に対する回答結果は、得意が
19 名（21.3%）、やや得意が 13 名（14.6%）、




きが 35 名（39.8%）、ふつうが 23 名（25.8%）、
あまり好きではないが 7 名（7.9%）、大嫌い
が 1 名（1.1%）であった。
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上が 5 名（5.6%）、週 1～2 回が 17 名（19.1%）、












3 年生の体重は全国が 52.9±7.9 kg、青森県























































































































































て、平均睡眠時間は 15～19 歳女子が 7 時間
37 分、20～24 歳女子は 7 時間 55 分と、とも
に 7 時間台であることが報告されている。一
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